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勝浦奉仕会協同組合 と 市議会

特集記事（対談）	 ２・３Ｐ
審議結果（トピックス）	４～５Ｐ
委員会活動等　　　　　	５～９Ｐ

一般質問　　			　　　　９～1３Ｐ
きみの未来、あなたの未来	 1４Ｐ
議会のうごき　編集後記

2026 年　第196号 令和 7年12月定例会等の内容をわかりやすくお知らせします



ポ
イ
ン
ト
発
行
で
地
域
内
の
消
費
促
進
を
目
指
し
ま
す

　特集記事第42回は、マイカ
ードでおなじみの勝浦奉仕会協
同組合の皆さんとの対談です。
　その取り組みや活動について
語っていただきました。

  勝浦奉仕会
協同組合

と
市議会

【
勝
浦
奉
仕
会
協
同
組
合（
以
下 

勝
浦
奉
仕
会
）

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　
　

勝
浦
奉
仕
会
は
任
意
団
体
と
し
て
お
よ

そ
50
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
11
年

に
市
内
の
事
業
者
が
組
合
員
と
し
て
出
資

し
事
業
協
同
組
合
と
し
て
法
人
化
さ
れ
ま

し
た
。
当
初
は
商
店
街
の
中
に
事
務
所
を

構
え
40
店
舗
ほ
ど
が
加
盟
し
て
い
ま
し
た

が
現
在
の
加
盟
店
は
22
店
舗
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
務
局
機
能
は
勝
浦
市
商
工
会
に

事
務
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

市
内
の
加
盟
店
が
連
携
し
マ
イ
カ
ー
ド

で
お
な
じ
み
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
や

商
品
券
発
行
事
業
な
ど
を
通
じ
て
地
域
内

の
消
費
促
進
と
商
店
街
の
活
性
化
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
事
業
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　
　
主
な
事
業
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

　
　

一
つ
目
は
「
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
」

で
す
。
加
盟
店
で
の
お
買
い
物
１
０
０
円

（
税
抜
）ご
と
に
１
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

３
６
０
ポ
イ
ン
ト
で
満
点
に
な
り
５
０
０

円
分
の
お
買
い
物
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

二
つ
目
は
「
商
品
券
事
業
」
で
す
。

５
０
０
円
と
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
を
発

行
し
、
加
盟
店
で
幅
広
く
使
え
る
仕
組
み

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
　

三
つ
め
は
年
末
に
実
施
し
て
い
る
「
歳

末
福
引
大
会
」
で
す
。
満
点
カ
ー
ド
１
枚
で

１
回
抽
選
が
で
き
、
加
盟
店
で
使
用
で
き
る

お
買
物
券
が
当
た
る
も
の
で
す
。
勝
浦
地

区
と
興
津
地
区
で
２
日
間
実
施
し
て
延
べ

７
０
０
人
く
ら
い
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
景
品
は
加
盟
店
で
使
え
る
お

買
い
物
券
で
、
１
等
は
１
０
，０
０
０
円
分
。

ハ
ズ
レ
は
な
く
最
低
で
も
５
０
０
円
の
お
買

い
物
券
が
当
た
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
楽

し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　
　

満
点
カ
ー
ド
は
勝
浦
市
の
協
力
を
得
て
、

市
税
や
公
共
料
金
の
支
払
い
に
も
利
用
で
き

る
点
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
対
象
と
な
る
支

払
い
項
目
は
市
営
住
宅
使
用
料
、
保
育
所
の

保
育
料
、
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
満
点
カ
ー
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篠宮泰子　
勝浦市商工会経営指導員

石井一長理事 和泉雅之理事

ド
の
「
地
域
助
成
券
」
を
切
り
取
っ
て
集
め

て
い
た
だ
き
、
P
T
A
等
の
方
々
の
活
動
資

金
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
活
動
の
中
で
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
】

　
　

加
盟
店
・
利
用
者
と
も
に
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
新
し
い
世
代
へ
の
周
知
や
参
加

促
進
が
課
題
で
す
。
ま
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
、
従
来
型
の

仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
時
代
に
合
わ
せ
て
い

く
か
も
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
。

　
　

現
行
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
生
産
終
了

に
伴
い
、
現
在
の
仕
組
み
が
い
つ
ま
で
維
持

で
き
る
か
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
化
に
は
機
器
代
金
等
の
費
用
面
の
問

題
も
あ
り
、
検
討
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

【
み
な
さ
ん
が
考
え
る
勝
浦
市
の
魅
力
を
教
え

て
く
だ
さ
い
】

　
　

勝
浦
市
は
海
や
自
然
、
歴
史
あ
る
朝
市

な
ど
他
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
多
く
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
顔
の
見
え
る
関
係
性

が
残
っ
て
お
り
商
店
と
お
客
様
の
距
離
が

近
い
点
も
大
き
な
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
勝
浦
奉
仕
会
の
活
動
も
、
こ

う
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

【
勝
浦
市
の
課
題
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
】

　
　

他
の
地
域
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
地
域
の
消
費
規

模
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

す
。
合
わ
せ
て
、
若
い
世
代
や
移
住
者
に
地

域
の
商
品
や
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

行
政
や
商
工
会
、
各
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
課

題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
抱
負
や
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

　
　

今
後
も
勝
浦
奉
仕
会
と
し
て
「
地
域
の

お
金
が
地
域
の
中
で
回
る
仕
組
み
」「
地
域

で
使
っ
て
、
地
域
を
支
え
る
」
仕
組
み
を
守

り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
時
代
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
取
り
入
れ
な
が

ら
加
盟
店
の
維
持
・
拡
大
や
利
用
者
の
裾
野

を
広
げ
、
勝
浦
市
の
商
業
と
暮
ら
し
を
支
え

る
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

【
勝
浦
市
へ
の
ご
意
見
や
お
願
い
は
あ
り
ま

す
か
】

　
　

隣
接
す
る
大
多
喜
町
で
は
1
万
円
の
チ

ャ
ー
ジ
で
1
万
1
千
円
分
（
10
％
プ
レ
ミ
ア

ム
）
が
使
え
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
ほ
ぼ
年

間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

レ
ミ
ア
ム
率
の
高
さ
か
ら
勝
浦
市
民
が
大

多
喜
町
で
買
い
物
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
内
で
の

消
費
循
環
を
目
指
す
勝
浦
奉
仕
会
の
活
動

に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
勝
浦
奉
仕
会
単
独
で

は
な
く
、
市
が
「
旗
振
り
役
」
と
な
り
商

工
会
や
観
光
協
会
、
宿
泊
施
設
な
ど
も
巻

き
込
ん
だ
市
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ

ン
ト
の
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み
を
構
築
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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令和７年 12 月定例会審議結果
◯１２月定例会　会期　１２月１日から１２月１１日まで１１日間

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。　
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

勝浦市議会ではこんなことが決まりました！	

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第７２号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度勝浦市一般
会計補正予算について） 承認

議案第７３号 勝浦市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について 産業厚生 可決

議案第７４号 勝浦市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例等の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第７５号 勝浦市廃棄物処理施設の設置及び管理に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第７６号 令和７年度勝浦市一般会計補正予算
総務文教
及び
産業厚生

可決

議案第７７号 令和７年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第７８号 令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第７９号 令和７年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第８０号 勝浦市と夷隅環境衛生組合におけるし尿及び浄化槽汚泥の処理に
関する事務の委託について 産業厚生 可決

議案第８１号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、
千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の一部廃止及び
千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に
関する協議について

総務文教 可決

議案第８２号 勝浦市副市長の定数の特例に関する条例の廃止について 可決

議案第８３号 令和７年度勝浦市一般会計補正予算 可決

諮問第　２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決
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議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

議案
番号 件　　　　名

付
託
委
員
会

結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
戸
部　
薫

渡
辺　
ヒ
ロ
子

岩
瀬　
琢
弥

長
田　
悟

岩
瀬　
清

鈴
木　
克
已

狩
野　
光
一

久
我　
恵
子

寺
尾　
重
雄

戸
坂　
健
一

佐
藤　
啓
史

岩
瀬　
洋
男

松
﨑　
栄
二

岩
瀬　
義
信

末
吉　
定
夫

請願
第３号

議員定数等変更時における
市民意見聴取と説明責任の
運用徹底に関する請願

議会運営 不採択 〇 × × × × × × × × － × × × × ×

「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

令和７年１２月定例会

●トピックス
議案第８２号　勝浦市副市長の定数の特例に関する条例の
廃止について
　令和６年４月から、地域の課題解決と地方創生の推進体制の強化を目的に国から支
援を受ける強い意欲と優れた能力を有する人材を特命担当副市長として配置するため、
特例条例をもって副市長の定数は２人とされておりましたが、当該特命担当副市長で
ある加藤正倫氏が令和７年１２月３１日をもって国に帰任するにあたり、定数の特例
を廃止するため、上記条例の廃止について可決いたしました。

各常任委員会等の活動報告

勝浦市議会表彰選考委員会

勝浦市議会表彰受賞者決定

　令和７年１２月１１日に、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、後期分（令和７年
７月１日から１１月３０日）の選考審査をした結果、表彰者が決定しました。
（表彰式：令和８年３月定例会の初日に市役所議場にて挙行予定）
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１．	被表彰者	 団体の部　スポーツ部門②
	 	 豊浜ＳＢＣ	
	 表彰基準	 第３６回千葉県小学生男女ソフトボール選手権　優勝
	 	 第３９回全日本小学生男子ソフトボール大会　出場
	 	 第４２回関東小学生男子ソフトボール大会　出場

２．	被表彰者	 団体の部　スポーツ部門②
	 	 勝浦ライフセービングクラブ
	 表彰基準	 第２２回全日本ジュニアライフセービング選手権大会
	 	 U12 女子ニッパーボードリレー (団体 )　第３位
	 	 U12 女子ビーチリレー (団体 )　第３位

３．	被表彰者	 個人の部　スポーツ部門②
	 	 勝浦小学校６年　清水　里夏さん
	 表彰基準	 第５１回全日本ライフセービング選手権大会
	 	 ニッパーボードレース (個人・女子 )　第３位

４．	被表彰者	 個人の部　芸術部門②
	 	 上野小学校５年生　滝口　由乃亮さん
	 表彰基準	 令和７年度　国土と交通に関する図画コンクール　佳作

５．	被表彰者	 個人の部　スポーツ部門②
	 	 勝浦中学校３年生　　大日方　泰成さん・関　眞那斗さん
	 表彰基準	 令和７年度第５５回関東中学校ソフトテニス大会
	 	 男子個人戦ペアの部　２回戦進出

６．	被表彰者	 個人の部　スポーツ部門②
	 	 勝浦中学校３年生　笠原　小真千さん　	
	 表彰基準	 第４９回令和７年度関東中学校水泳競技大会
	 	 ２００Ｍ背泳ぎ、２００Ｍ個人メドレー出場

７．	被表彰者	 個人の部　スポーツ部門②
	 	 勝浦中学校３年生　笠原　乙姫さん
	 表彰基準	 第４９回令和７年度関東中学校水泳競技大会
	 	 ２００Ｍ個人メドレー、４００Ｍ個人メドレー出場

総務文教常任委員会

・議案第７６号　令和７年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）
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・議案第８１号　千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、千葉県
市町村総合事務組合の共同処理する事務の一部廃止及び千葉県市町村総
合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

　総務文教常任委員会には議案２件が付託され、１２月８日に委員会を開催し審査を行
いました。付託された議案２件は質疑を経て、全員賛成で可決しました。この審査結果
を１２月１１日の本会議で委員長が報告しました。

産業厚生常任委員会

議会運営委員会

・議案第７３号　勝浦市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について

・議案第７４号　勝浦市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例等の一部を改正する条例の制定について

・議案第７５号　勝浦市廃棄物処理施設の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について

・議案第７６号　令和７年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）
・議案第７７号　令和７年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算
・議案第７８号　令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算
・議案第７９号　令和７年度勝浦市介護保険特別会計補正予算
・議案第８０号　勝浦市と夷隅環境衛生組合におけるし尿及び浄化槽汚泥の処理に関する

事務の委託について

　産業厚生常任委員会には議案８件が付託され、１２月９日に委員会を開催し審査を行い
ました。付託された議案８件は質疑を経て、全員賛成で可決しました。この審査結果を
１２月１１日の本会議で委員長が報告しました。

・請願第　３号　議員定数等変更時における市民意見聴取と説明責任の運用徹底に関する
請願

・陳情第　９号　陳情者が委員会の中で反対意見に対して確認と反論する事が出来る場を
求める陳情

　議会運営委員会には以上２件が付託され、１２月８日に委員会を開催し審査を行い、付
託された請願第３号につきましては請願３事項に対し、事項毎に採決をし、いずれも賛成
者なしで不採択とすべきもの、陳情第９号につきましては、採決の結果、賛成者なしで不
採択とすべきものとそれぞれ決定いたしました。この審査結果を１２月１１日の本会議で
委員長が報告しました。
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総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

　総務文教常任委員会では、令和７年１０月１日、１０月２日の２日間で行政視察を実施
しました。
　１日目の茨城県守谷市では、学校教育改革に関して平成３１年からスタートしている守
谷型カリキュラム・マネジメントについて研修を行い、児童生徒の学習効果の最大化と教
職員の働き方改革について説明を受けました。
　２日目の茨城県潮来市では、第 2期潮来市教育振興基本計画に基づく取り組みについて
研修を行い、プロサッカーチームと連携した事業や、教育とスポーツを結び付けている地
域振興について説明を受けました。

（守谷市視察）

（伊豆の国市視察）

（潮来市視察）

（西伊豆町視察）

　産業厚生常任委員会では、令和７年１０月１６日、１０月１７日の２日間で行政視察を
実施しました。
　１日目の静岡県伊豆の国市では、し尿処理施設「きよら江間」を視察し、生活環境に配
慮された先進的な設備やその運用について、また立地地域のご理解と合意形成に至る取り
組みについて説明を受けました。
　２日目の静岡県西伊豆町では、「海業」として展開している水産物直販所の開設とアプリ
を活用した釣り人の漁港利用について、また低利用魚の活用や釣りイベントの企画や運営
について説明を受けました。

行政視察を実施しました！
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12
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

12 月 3 日
渡
辺
ヒ
ロ
子
議
員
①
勝
浦
市
の
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

②
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
防
災
体
制
に
つ
い
て

佐
藤
啓
史
議
員
①
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
関
係
人
口
創
出
に
つ
い
て

②
林
業
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ
い
て　
　
　
　

岩
瀬
琢
弥
議
員
①
地
方
公
務
員
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

戸
部　

薫
議
員
①
障
害
者〔
児
〕総
合
支
援
法
に
も
と
づ
く
施
策
の
い
っ
そ
う
の
充
実

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

12 月 4 日
狩
野
光
一
議
員
①
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
取
り
扱
い
対
応
に
つ
い
て　
　
　
　

②
児
童
の「
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
」に
つ
い
て

③
海
業
推
進
事
業
と
そ
の
進
捗
に
つ
い
て

長
田　

悟
議
員
①
子
育
て
施
策
の
実
績
及
び
そ
れ
か
ら
の
本
市
課
題
解
決
策
に
つ
い
て

②
ド
ロ
ー
ン
実
施
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

③
市
役
所
窓
口
受
付
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て　
　
　
　
　

久
我
惠
子
議
員
①「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」予
防
の
必
要
性
に
つ
い
て　
　
　
　
　

鈴
木
克
已
議
員
①
鳥
獣
被
害
防
止
に
関
す
る
計
画
と
対
策
及
び
関
連
事
業
に
つ
い
て

②
観
光
資
源
と
し
て
の
公
園
の
活
用
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て　
　
　

　令和７年１１月６日に鹿児島県枕崎市をはじめとする南九州の６市からなる「小規模市
の地域戦略を考える地方議会ネットワーク議長会」の皆様が、まちおこしをテーマとした
行政視察で来勝されました。
　議長会の皆様は朝市の取組状況と朝市及び勝浦タンタンメンを通したまちおこしについ
て、勝浦市観光協会　佐藤啓史会長とかつうら朝市の会　江澤修会長の説明に熱心に耳を
傾けていました。

行政視察受入
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佐藤啓史議員

渡辺ヒロ子議員

Ｑ
平
成
23
年
９
月
議
会
、

平
成
30
年
12
月
議
会
の一般

質
問
に
お
い
て
「
ネ
ッ
ト
市

民
制
度
」
の
創
設
に
つ
い
て

提
案
し
た
。
ま
た
「
ネ
ッ
ト

市
民
制
度
」
と
似
通
っ
た
制

度
と
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
市

民
制
度
」の
取
り
組
み
が
全

国
の
複
数
の
自
治
体
で
始

ま
っ
て
い
る
。「
ネ
ッ
ト
市

民
制
度
」
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
か
？
ま
た
「
デ
ジ

タ
ル
市
民
制
度
」
の
導
入

を
提
案
す
る
が
？

Ａ
制
度
創
設
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図

る
た
め
、
観
光
交
流
に
よ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
、
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
体

制
強
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
よ
る
市
の
魅
力
の
発
信

Ｑ
総
務
省
は
、
居
住
地
以

外
の
地
域
に
継
続
的
に
関

わ
る
人
を
「
ふ
る
さ
と
住

民
」
と
し
て
登
録
す
る
制

度
の
創
設
に
向
け
た
モ
デ
ル

事
業
に
参
加
す
る
自
治
体

を
公
募
す
る
と
い
う
。
勝

浦
市
で
も
「
ふ
る
さ
と
住

民
制
度
」
の
公
募
に
応
募
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
者

の
地
域
へ
の
貢
献
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
る
か
、
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
保
守
管
理
な
ど

の
コ
ス
ト
を
ど
う
負
担
す
る

か
な
ど
課
題
も
あ
る
た
め
、

国
や
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実

施
す
る
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
森
林
の
整
備
は
、
災

害
対
策
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

環
境
対
策
、
磯
根
保
護
の

ほ
か
、
森
林
を
地
域
資
源

と
捉
え
た
場
合
に
は
、
林

業
を
生
業
と
し
て
新
た
な

雇
用
の
創
出
も
図
ら
れ
る
。

農
業
、
漁
業
と
並
ぶ
一次
産

業
と
し
て
林
業
の
振
興
と

担
い
手
確
保
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ
令
和
元
年
度
に
森
林
環

境
整
備
基
本
計
画
を
策
定

し
、
こ
の
実
施
計
画
に
基
づ

く
調
査
・
測
量
を
令
和
７
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
今

後
は
、
各
計
画
に
基
づ
く
森

林
整
備
を
着
実
に
進
め
、
そ

の
中
で
本
市
に
適
し
た
林
業

の
振
興
や
担
い
手
確
保
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

 

子
育
て
支
援
と
教
育
の

現
状
に
つ
い
て

教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
づ
く
り
と
防
災
体

制
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
市
民
制
度
及
び
デ
ジ

タ
ル
市
民
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
住
民
制
度
に

つ
い
て

林
業
に
よ
る
地
域
振
興

に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
の
子
育
て
支
援

の
強
み
を
、
ど
の
よ
う
に
市

外
へ
発
信
し
、
移
住
・
定
住

に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

Ａ
本
市
で
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
体
験
学
習
の

取
組
も
含
め
、
移
住
相
談
や

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
情
報
発

信
し
て
い
る
。

Ｑ
子
育
て
支
援
の
充
実
を

市
民
全
体
で
共
有
し
誇
り
と

し
て
い
く
た
め
、
各
課
・
関

係
部
署
が
連
携
し
、
体
験
や

市
民
の
声
も
生
か
し
た
発
信

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
、移
住
イ

ベ
ン
ト
や
交
流
会
で
の
周
知

の
他
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て

い
る
。
今
後
も
内
容
を
工
夫

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ
市
内
教
育
機
関
に
集
う

若
い
力
を
、
地
域
活
性
化

や
人
材
育
成
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
国
際
武
道
大
学
と
は
包

括
協
定
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
地
域
学
校
協
働
活
動

な
ど
で
連
携
し
協
力
を
得

て
い
る
。
成
美
学
園
と
は

市
の
イ
ベ
ン
ト
や
音
楽
・
ス

ポ
ー
ツ
・
祭
礼
を
通
じ
た
新

し
い
交
流
の
形
を
検
討
し
て

い
く
。

Ｑ
教
育
機
関
と
の
連
携

を
、
担
当
課
毎
の
取
組
に

と
ど
め
ず
、
市
全
体
の
共

通
方
向
と
し
て
整
理
し
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
若
い
力
は
ま
ち
の
希
望

で
あ
り
、
施
設
の
相
互
活
用

な
ど
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ
教
育
施
設
を
避
難
所
と

し
て
確
実
に
機
能
さ
せ
る

た
め
、
冷
暖
房
設
備
の
整

備
状
況
や
施
設
ご
と
に
異

な
る
管
理
体
制
を
把
握
し

た
上
で
、
各
課
や
管
理
主

体
が
連
携
し
、
平
時
か
ら

体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
暑
さ
・
寒
さ
対
策
の

重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

施
設
の
管
理
状
況
も
含
め
、

関
係
部
署
と
情
報
共
有
し

て
い
く
よ
う
に
す
る
。

Ｑ
勝
浦
の
強
み
を
生
か

し
、
市
と
地
域
が
協
力
し

な
が
ら
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
【
ま
ち
づ
く
り
】
に
つ
い

て
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
子
ど
も
の
未
来
と
自
然

の
活
用
、
住
み
よ
さ
の
実
感

を
柱
に
、
教
育
機
関
と
の
連

携
や
防
災
体
制
の
強
化
を
通

じ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
て
い
き

た
い
。

な
ど
、
様
々
な
施
策
を
推
進

し
て
い
る
。
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戸部　薫議員

勝浦診療所

岩瀬琢弥議員

Ｑ
障
害
者
支
援
事
業
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
本
市
の

課
題
、
及
び
解
決
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
本
市
を
含
む
夷
隅
地
域

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
が
少
な
い
こ
と
、

人
材
の
確
保
が
難
し
く
支
援

の
質
が
安
定
し
に
く
い
こ

と
、
障
害
者
雇
用
の
場
が
少

な
い
こ
と
等
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。次
に
、

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向

け
、
夷
隅
地
区
自
立
支
援
協

議
会
を
中
心
に
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
等
と
の
協
力
体

制
を
強
化
し
て
支
援
の
充
実

を
図
り
、
就
労
の
場
の
確
保

や
雇
用
促
進
、
雇
用
の
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
同
行
援
護
に
つ
い
て
、

給
付
内
容
、
及
び
給
付
を
受

地
方
公
務
委
員
の
人
手

不
足
に
つ
い
て

障
害
者(

児)

総
合
支
援

施
策
の
充
実
の
た
め
に

Ｑ
勝
浦
市
で
の
地
方
公
務

員
の
現
状
認
識
と
対
策
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
若
い
世
代
の
職
員
の
離

職
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
対
策
と
し
て
、
採

用
試
験
を
７
月
に
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
年

度
内
に
も
採
用
試
験
を
実
施

し
、
人
員
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
退
職
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
環
境
改
善
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
退
職
願
が
提
出
さ
れ
る

前
段
で
所
属
長
に
相
談
あ
る

い
は
報
告
が
あ
り
、
退
職
理

由
は
把
握
で
き
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
業
務
を
理
解
し
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
平
成
30
年
に
勝
浦
市
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
要
綱

を
制
定
し
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に

１
名
、令
和
４
年
度
に
１
名
、

令
和
５
年
度
に
２
名
の
学
生

を
受
け
入
れ
た
実
績
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
を
活
用
し
た
学
生
は
、
現

在
、
市
の
職
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
人
事
評
価
制
度
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
で
職
場
環
境

の
改
善
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
他
自
治
体
の
実
施
状
況

や
制
度
運
用
上
の
課
題
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｑ
業
務
の
効
率
化
に
関
す

る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
庁
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
構

築
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
推
進
や
会

議
録
作
成
ソ
フ
ト
の
導
入
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
、
専
用

ツ
ー
ル
導
入
に
よ
る
庁
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑

化
、
Ａ
Ｉ
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
拡
張
機
能
の
導
入

に
よ
る
職
員
の
電
話
対
応
や

窓
口
対
応
の
負
担
軽
減
な
ど

が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
作
業
工
数
を
確
実
に
減

ら
す
た
め
の
業
務
委
託
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
民
間
の
事
業
者
に
窓
口

業
務
を
委
託
す
る
こ
と
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
接
影
響

す
る
事
務
事
業
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
慎
重
に
検
討

し
て
ま
い

り
ま
す
。

け
ら
れ
る
条
件
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
同
行
援
護
は
、
視
覚
障

害
に
よ
り
移
動
に
著
し
い
困

難
が
有
る
方
に
、
外
出
時
に

移
動
援
助
、
食
事
等
の
介
護

を
行
う
た
め
に
、
資
格
を
有

し
た
同
行
援
護
従
事
者
を
派

遣
す
る
も
の
で
す
。
視
覚
障

害
が
あ
り
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
し
て
い
る
方
が
、
利
用

目
的
に
即
し
て
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
を
作
成
し
て
福
祉

課
に
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
自
己
負
担
額
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
原
則
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

費
用
の一割
の
定
率
負
担
と
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
上
限
月

額
は
、
市
民
所
得
割
の
合
計

が
16
万
未
満
の
世
帯
は
、９
，

３
０
０
円
。
16
万
以
上
の
世

帯
は
３
万
７
，０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
世
帯
と
は
障
害
者

が
18
歳
以
上
で
は
本
人
と
配

偶
者
が
、
18
歳
未
満
で
は
同

居
す
る
親
族
が
範
囲
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
生
活
保
護
受

給
世
帯
と
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
、
利
用
者
負
担
は
無
し

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
補
装
具
の
給
付
に
つ
い

て
、
過
去
３
年
間
の
利
用
件

数
と
給
付
内
容
、
補
装
具
代

金
の
最
高
額
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
過
去
３
年
間
で
は
、
足

の
す
ね
や
足
首
を
固
定
す
る

装
具
、
義
肢
、
補
聴
器
、
車

い
す
等
で
す
。
修
理
品
は
、

義
肢
、
補
聴
器
、
電
動
車

い
す
、
座
位
保
持
装
置
等
で

す
。
支
給
と
修
理
の
合
計
、

利
用
延
べ
件
数
は
、
令
和
４

年
度
19
件
、
令
和
５
年
度
20

件
、
令
和
６
年
度
23
件
で
し

た
。
ま
た
、
支
給
基
準
額
で

一
番
高
額
は
令
和
４
年
度
の

93
万
４
，６
１
７
円
で
す
。
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長田　悟議員

狩野光一議員

Ｑ
本
市
特
有
の
地
形
、
大

部
分
が
小
規
模
農
家
、
兼
業

Ｑ
窓
口
時
間
の
短
縮
は
、

地
方
自
治
体
の
役
割
で
あ
る

住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
の
施
策
と
考
え
ま
す
が
、

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
窓
口
業
務
時
間
の
短
縮

に
よ
っ
て
生
じ
る
時
間
を
活

用
し
て
行
わ
れ
る
新
た
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
検
討

な
ど
も
、
今
後
の
住
民
福
祉

の
増
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

取
り
扱
い
対
応
に
つ
い
て

児
童
の
「
ス
ト
レ
ー
ト

ネ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

海
業
推
進
事
業
と
そ
の

進
捗
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
実
施
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て

市
役
所
窓
口
受
付
時
間

の
短
縮
に
つ
い
て

Ｑ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
普
及
な
ら
び
に
そ
の
特
性

や
安
全
性
に
つ
い
て
の
認
識

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
軽
量
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
や
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
今
後
も
幅
広
い
分

野
で
使
用
さ
れ
て
い
く
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
使
用
環

境
に
よ
っ
て
発
熱
や
発
火
の

可
能
性
が
あ
り
出
火
原
因
と

な
る
事
例
も
多
数
報
告
さ
れ

て
お
り
そ
の
取
扱
い
が
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
廃
棄
物
収
集
処
理
過
程

で
出
火
等
の
事
例
が
多
い
が

本
市
で
の
類
似
事
例
の
有
無

を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
過
去
５
年
間
に
お
い
て

指
摘
の
事
例
を
含
め
て
廃
棄

物
回
収
処
理
の
過
程
で
火
災

等
の
事
例
は
無
い
。

Ｑ
昨
今
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
の
長
時
間
使
用
が
原
因
と

さ
れ
る
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク

と
い
う
症
例
が
増
加
し
て
お

り
、
特
に
成
長
途
上
の
子
供

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
如
何
に
お

考
え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
若
年
層
に
対
す
る
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
適
正
な

利
用
方
法
の
指
導
に
お
い
て

「
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
」
予

Ｑ
海
業
の
必
要
性
に
対
す

る
認
識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
地
域
産
業
の
活
性
化
を

図
る
う
え
で
本
市
に
必
要
な

事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
事
業
の
進
捗
状
況
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
推
進
協
議
会
を
設
立
し

水
産
物
の
販
路
拡
大
や
藻
場

保
全
に
取
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
今
後
の
計
画
や
予
定
を

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
取
組
ん
で
き
た
事
業
の

継
続
な
ら
び
に
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
や
漁
業
体
験
事
業

導
入
の
協
議
を
し
て
い
る
。

Ｑ
廃
電
池
を
従
来
の
電
池

と
同
じ
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し

て
い
る
が
安
全
面
か
ら
分
け

て
扱
う
べ
き
と
考
え
る
。
分

別
回
収
に
つ
い
て
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
分
別
回
収
が
理
想
と
考

え
て
お
り
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
場
所
を
含
め
て
検
討
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

防
の
観
点
も
踏
ま
え
た
対
応

を
今
後
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
施
策
の
実
績
及

び
そ
れ
か
ら
の
本
市
課

題
解
決
策
に
つ
い
て

Ｑ
子
育
て
施
策
の
実
施
状

況
及
び
実
績
、
施
策
の
実
施

に
よ
る
本
市
重
要
課
題
解
決

策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
令
和
７
年
度
か
ら
の

こ
ど
も
未
来
応
援
課
の
設

置
及
び
各
種
子
育
て
施
策

を
実
施
し
８
か
月
が
経
過
、

市
内
の
子
育
て
世
代
か
ら

は
、
経
済
的
な
負
担
の
軽

減
な
ど
を
含
め
て
、
子
育
て

し
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
施
策
の
効
果
検
証
を

行
う
と
と
も
に
、
引
き
続

き
子
育
て
環
境
の
整
備
と

新
た
な
施
策
の
展
開
も
含

め
、
少
子
化
と
い
う
本
市
の

重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
本
市
の
人
口
減
少
の
課

題
解
決
に
は
、
本
市
の
実
績

か
ら
総
合
計
画
の
中
期
基
本

計
画
・
実
施
計
画
に
住
宅
地

開
発
や
市
有
地
活
用
に
よ
る

企
業
誘
致
、
道
路
新
設
整
備

が
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
更
に
、
勝
浦
ダ
ム
の
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

終
了
後
の
休
耕
田
の
土
地
利

用
を
含
め
た
長
期
的
計
画
を

検
討
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

課
題
解
決
に
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
人
口
減
少
に
立
ち
向
か

う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
た
く
さ

ん
の
内
容
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
と
し
て
、
こ
ど
も
未
来
応

援
課
を
新
し
く
立
ち
上
げ
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て

い
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
御
理

解
を
お
願
い
し
た
い
。

農
家
で
あ
る
ゆ
え
の
効
率
性

の
問
題
も
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
実
施
協
議

会
の
設
置
を
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
農
協
と
市
の
さ
ら
な
る

連
携
も
含
め
、
協
議
会
の
設

置
の
必
要
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
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鈴木克已議員

久我惠子議員

Ｑ
現
行
の
勝
浦
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
の
前
期
比
較
で

主
な
変
更
内
容
は
。

Ａ
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る

経
費
の
補
助
、
捕
獲
計
画
に

お
い
て
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
キ
ョ

ン
の
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
変

更
し
た
。

Ｑ
捕
獲
鳥
獣
の
処
理
方
法

と
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ビ
エ
と
し

て
食
品
で
の
活
用
や
そ
の
他

有
効
な
活
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

Ａ
処
理
方
法
は
埋
設
が
約

９
割
、
そ
の
他
が
約
１
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
と
し
て
の
活
用

は
、
別
の
民
間
等
の
力
を
活

用
し
た
方
策
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
も
含
め
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
に
同
様
な

内
容
の
質
問
を
行
っ
て
い
る

た
め
そ
の
後
の
対
応
を
含
め

再
度
確
認
し
た
。

オ
ー
ラ
ル（
口
腔
）フ
レ

イ
ル
予
防
に
つ
い
て

生
涯
を
通
じ
て
の
健
康

作
り
に
つ
い
て

Ｑ
加
齢
等
に
よ
る
口
の
機

能
の
低
下
が
、
全
身
の
衰
え

や
病
気
の
原
因
と
な
り
、
心

身
と
も
に
弱
る
フ
レ
イ
ル
状

態
へ
の
入
り
口
と
な
る
。
市

の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

Ａ
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は

高
齢
者
に
と
っ
て
、
か
む
力

や
飲
み
込
む
力
の
衰
え
に
よ

り
、
誤
嚥
、
窒
息
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
肺
炎
を
誘
発
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
ほ
か
、

食
べ
づ
ら
く
な
る
事
で
栄
養

不
足
に
陥
り
、
健
康
状
態
の

悪
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
市
で
は
「
い

き
い
き
元
気
体
操
」
を
実
施

す
る
グ
ル
ー
プ
や
「
フ
レ
！

フ
レ
！
健
康
教
室
」
の
参
加

Ｑ
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期

者
に
対
し
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
口
腔
体
操
や
口
腔
ケ
ア

に
関
す
る
講
習
会
を
実
施

し
、
高
齢
者
の
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

Ｑ
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予

防
関
連
事
業
の
参
加
者
数
は

高
齢
者
全
体
の
ど
の
く
ら
い

で
あ
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
「
い
き
い
き
元
気
体
」

は
19
回
開
催
で
合
計
１
９
６

名
、「
フ
レ
！
フ
レ
！
健
康
教

室
」は
37
名
。合
計
で
２
３
３

名
。
７
，０
０
０
名
の
高
齢
者

に
対
す
る
参
加
率
は
３
％
。

今
後
の
参
加
率
向
上
の
た
め

各
課
、
歯
科
医
師
会
と
協
議

し
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予

防
、
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
。

ま
で
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

別
で
の
健
康
作
り
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
別
の

市
民
の
行
動
、
健
康
づ
く
り

の
設
定
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
人
生
１
０
０
年
時
代
と

言
わ
れ
る
中
で
、
健
康
上
の

理
由
で
生
活
に
制
限
を
受
け

る
こ
と
な
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
重

要
と
考
え
る
。
子
育
て
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
が
、
高
齢
者
施

策
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
勝
浦
市
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い

て
は
取
り
入
れ
る
。
そ
し
て

行
動
目
標
に
つ
い
て
も
設
定

す
る
。

植村記念公園からの眺望

鳥
獣
被
害
防
止
に
関
す

る
計
画
と
対
策
及
び
関

連
事
業
に
つ
い
て

観
光
資
源
と
し
て
の
公

園
の
活
用
と
周
辺
整
備

に
つ
い
て

Ｑ
地
域
全
体
で
の
被
害
防

止
対
策
の
支
援
に
対
し
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
き
た

か
。
特
に
イ
ノ
シ
シ
や
キ
ョ

ン
の
生
息
や
繁
殖
の
場
所
と

な
る
耕
作
放
棄
地
等
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
平
成
30
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
、
千
葉
県
が
主

体
と
な
り
、
イ
ノ
シ
シ
棲
み

家
撲
滅
特
別
対
策
事
業
を
実

施
。
そ
の
後
、
同
様
な
事
業

の
実
施
要
望
が
多
い
こ
と
か

ら
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
、

令
和
７
年
度
か
ら
国
の
補
助

金
を
活
用
し
、
新
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

Ｑ
植
村
記
念
公
園
（
元
鳴

海
荘
跡
地
）
は
、
観
光
資
源

と
し
て
の
公
園
の
他
、
津
波

避
難
場
所
指
定
も
あ
る
中
、

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
公
衆
ト
イ
レ
設
置
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
ト
イ
レ
の
必
要
性
も
含

め
て
、
今
後
の
活
用
の
方
向

性
を
前
向
き
に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
植
村
記
念
公
園
に
、
観

光
客
誘
致
も
視
野
に
入
れ
た

施
設
設
置
も
検
討
し
て
は
い

か
が
か
と
思
い
ま
す
が
見
解

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
新
た
な
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
ま
い
り
た
い
。
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

編集後記

　私は、自分を支えてくれている人や身の回り
の人を大切にできる人になりたいです。中学校
生活や三年間の部活動を通して、一緒に活動す
る仲間や自分たちのことを応援し、支えてくれ
る方々がいることの幸せと大切さを学ぶことが
できました。将来どんな事をしたいのか、どん
な職業に就きたいのか、まだ決まっていないけ
れど、これからもきっとたくさんの人といろい
ろなところで関わっていくと思います。だから
私は、日頃から感謝の気持ちを忘れずに過ごし
ていきたいです。勝浦中学校　３年１組

市
いちかわ

川 綾
あ や の

乃 さん

　本市の人口は、昨年、市制施行時の半分以下の１万５千人を割り込んだ状況になり、人口減少問題は市の重点
課題であります。
　国においては、高市内閣総理大臣所信表明演説で、日本の最大の問題は人口減少であるとの認識に立ち、人口
減少対策を検討していく体制の構築を表明しています。
　今年の干支は午であり、午は、飛躍、前進の象徴とされ、成長や成功を願うのに最適とされていることから、
令和８年は、本市の人口減少対策の飛躍、前進を願うところであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 広報広聴常任委員　長田　悟

議会のうごきについて報告します
 （令和７年１１月～令和８年１月）

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで
勝浦市ホームページ　勝浦市議会サイト
https://www.city.katsuura.lg.jp/site/gikai/

１１月1日
　　　６日

７日

１２日
１３日
１４日
１７日

　　２５日
　　２６日

　　
１２月１日
　３日

　　　４日
　　　５日
　　　８日
　　　９日
　　１１日

旭市市制施行２０周年記念式典
小規模市の地域戦略を考える地方議会ネ
ットワーク議長会行政視察受入
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
（千葉市）
広報広聴常任委員会
千葉県自治体病院経営都市協議会要望活動
夷隅郡市負担金審議特別委員会（いすみ市）
全国過疎地域連盟総会（東京都）
全員説明会
議会運営委員会

本会議　初日　
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑　・全員協議会
総務文教常任委員会・議会運営委員会
産業厚生常任委員会
本会議　最終日
表彰選考委員会・広報広聴常任委員会

　　１８日
　１９日
２３日
２６日
　　

令和８年
　１月５日
　　　７日

１１日
　１９日
２２日
２３日
２６日

　		２７日
２８・２９日

広報広聴常任委員会（対談）
勝浦市芸術文化交流センター運営協議会
総合開発審議会
歳末特別警戒出動式

消防団出初式
交通安全祈願祭（遠見岬神社）
二十歳を祝う集い
民生委員推薦会議
静岡県西伊豆町行政視察受入
千葉県南市議会議長会議員研修会（袖ケ浦市）
後期高齢者医療広域連合議会運営委員
会・全員協議会（千葉市）
広報広聴常任委員会
静岡県沼津市行政視察受入
千葉県南市議会議長会正副議長研修会
（栃木県真岡市）
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